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第
8
章

研
究
・
技
術
開
発

東
レ
は
創
業
以
来
、「
研
究
・
技
術
開
発
こ
そ
、
明
日
の
東
レ
を
創
る
」
と
の
信
念
に
基
づ
き
、
新
し

い
技
術
の
創
造
と
技
術
領
域
の
拡
大
に
努
め
て
き
た
。
こ
れ
を
担
う
東
レ
の
研
究
者
・
技
術
者
に
は
、

「
深
は
新
な
り
」
―
一
つ
の
事
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
と
次
の
新
し
い
何
か
が
見
え
て
く
る
と
い
う

「
極
限
追
求
」
の
信
念
と
、
東
レ
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
有
機
合
成
化
学
、
高
分
子
化
学
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
軸
に
、「
技
術
融
合
」に
よ
る
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
先
端
材
料
の

創
出
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
東
レ
の
研
究
・
技
術
開
発
の
来

し
方
や
在
り
様
と
、
生
み
出
し
て
き
た
代
表
的
な
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
製
品
と
技
術
を
述
べ
る
。

◉
研
究
部
、
研
究
所
の
設
立（
１
９
２
７
～
１
９
５
９
年
）

●
レ
ー
ヨ
ン
で
の
研
究・技
術
開
発

会
社
創
立
の
翌
年
で
レ
ー
ヨ
ン
糸
生
産
開
始
直
前
の
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
６
月
、
会
社
と
し
て
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初
の
組
織
発
令
を
行
っ
た
。
取
締
役
会
直
下
の
滋
賀
工
場
長
の
下
に
工
場
部
を
置
き
、
工
場
部
に
は

生
産
課
な
ど
と
並
び
、
当
初
か
ら
研
究
課
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
外
国
人
技
師
団
に
依
存
し
て
い

た
製
造
技
術
を
早
期
に
咀そ
し
ゃ
く嚼・
吸
収
し
つ
つ
、
自
ら
の
手
で
製
造
技
術
を
改
良
し
、
世
界
に
通
用
す

る
品
質
と
コ
ス
ト
、
多
様
な
製
品
を
生
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
、
東
レ
は
創
業
当
初
か

ら
研
究
・
技
術
開
発
を
重
視
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ヨ
ン
の
研
究
・
技
術
開
発
の
重
点
は
、
初
期

に
は
安
定
操
業
条
件
の
確
立
と
機
械
設
備
の
刷
新
、
30
年
代
半
ば
か
ら
は
艶
消
し
糸
、
中
空
糸
な
ど

の
新
製
品
や
ケ
ー
ク
精
錬
機
な
ど
の
装
置
開
発
に
置
い
た
。

レ
ー
ヨ
ン
事
業
の
拡
大
に
伴
い
、
39
年
、
研
究
課
は
本
部
直
轄
の
研
究
部
と
改
称
し
研
究
・
技
術

開
発
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

●
ナ
イ
ロ
ン
の
研
究
開
始

38
年
、
米
デ
ュ
ポ
ン
社
は
ナ
イ
ロ
ン
の
開
発
成
功
を
公
表
し
た
。
ナ
イ
ロ
ン
の
出
現
は
、
合
繊
時

代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
も
の
で
、
衝
撃
を
受
け
た
東
レ
の
首
脳
部
、
研
究
陣
は
、
直
ち
に
合
繊
の
基

礎
研
究
を
開
始
し
た
。
翌
39
年
、
入
手
し
た
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
ナ
イ
ロ
ン
が
ア
ジ
ピ
ン
酸
と
ヘ



167

第8章  研究・技術開発   

キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
が
直
鎖
状
に
つ
な
が
っ
た
重
合
体（
ナ
イ
ロ
ン
66
）で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
同
年
、
両
モ
ノ
マ
ー
を
作
製
し
、
ナ
イ
ロ
ン
66
の
重
合
・
紡
糸
に
も
成
功
し
た
。
41
年
に
は
、

蝋ろ
う
そ
く燭
式
溶
融
紡
糸
機
で
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
重
合
体
か
ら
ナ
イ
ロ
ン
６
の
マ
ル
チ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
糸

の
紡
糸
に
も
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
短
期
間
に
ナ
イ
ロ
ン
の
基
礎
研
究
を
完
了
さ
せ
、
研
究
成
果
は
4

件
の
特
許
と
し
て
成
立
し
た
。ま
だ
戦
時
中
の
42
年
、滋
賀
工
場
に
中
間
工
業
試
験
機（
ナ
イ
ロ
ン
６
、

66
各
２
錘
建
て
）を
設
置
、
商
標
を〝
ア
ミ
ラ
ン
〟と
決
定
し
て
、「
東
洋
合
成
テ
グ
ス
」の
名
称
で
販
売

開
始
し
た
。

デ
ュ
ポ
ン
社
の
特
許
に
抵
触
し
な
い
、
東
レ
独
自
の
工
業
化
研
究

を
進
め
る
過
程
で
、
ナ
イ
ロ
ン
６
は
66
よ
り
も
設
備
費
、
原
料
原
単

位
の
点
で
比
較
優
位
に
あ
る
一
方
、
性
能
的
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い

こ
と
か
ら
、
ナ
イ
ロ
ン
６
に
重
点
を
置
く
開
発
を
進
め
た
。
一
時
開

発
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
戦
後
す
ぐ
に
ナ
イ
ロ
ン
テ
グ
ス

の
生
産
を
再
開
、
51
年
に
は
愛
知
工
場
で
衣
料
用
ナ
イ
ロ
ン
糸
の
生

産
を
開
始
し
た
。

初期のナイロン紡糸設備（1943年滋賀）



168

〝
ア
ミ
ラ
ン
〟は
デ
ュ
ポ
ン
社
特
許
に
抵
触
し
な
い
も
の
の
、
商
業
生
産
に
際
し
同
社
特
許
を
活
用

す
る
こ
と
の
利
便
性
か
ら
、
同
年
、
高
額
の
対
価
で
は
あ
っ
た
が
、
特
許
実
施
権
を
取
得
（
機
械
図

面
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
ま
な
い
）
す
る
技
術
提
携
契
約
を
締
結
し
た
。
紡
糸
工
程
で
の
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
、
延
伸
工
程
で
の
ド
ロ
ー
・
ツ
イ
ス
タ
ー
の
採
用
な
ど
生
産
性
と
品
質
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
や
、
高
次
加
工
段
階
で
の
有
用
な
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

●
ナ
イ
ロ
ン
を
中
心
と
す
る
50
年
代
の
研
究・技
術
開
発
体
制

49
年
、
本
部
技
術
部
の
発
足
時
に
研
究
部
は
本
部
研
究
所
に
改
称
（
55
年
の
生
産
部
門
発
足
時
、

研
究
部
に
復
す
）、
51
年
に
は
新
設
し
た
名
古
屋
工
場
内
に
合
成
繊
維
研
究
室
を
設
置
し
、
ナ
イ
ロ

ン
の
安
定
生
産
、
品
質
向
上
、
新
製
品
開
発
に
注
力
す
る
一
方
、
高
次
加
工
メ
ー
カ
ー
と
協
働
し
て

加
工
技
術
の
確
立
に
努
め
た
。

レ
ー
ヨ
ン
や
ナ
イ
ロ
ン
の
研
究
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
53
年
、
高
分
子
化
学
の
研
究
を
深
化
し
基
礎

研
究
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
央
研
究
所
の
建
設
を
決
定
し
、
56
年
開
所
し
た
。
中
央
研
究

所
の
役
割
は
、
①
工
場
所
在
の
各
研
究
室
に
共
通
す
る
問
題
や
基
礎
的
な
問
題
の
研
究
、
②
現
有
製
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品
に
直
接
関
係
の
な
い
新
製
品
の
研
究
、
③
将
来
を
見
通
し
た
研
究
の
遂
行
で
あ
っ
た
。
中
央
研
究

所
の
開
所
を
機
に
各
工
場
の
研
究
・
試
験
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
58
年
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊

維〝
テ
ト
ロ
ン
〟の
工
業
化
研
究
を
担
う
三
島
研
究
室
を
新
設
し
た
。

一
方
、
59
年
に
研
究
部
と
並
立
し
て
開
発
部
を
設
置
し
、
テ
ト
ロ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
室
、
Ｆ–

Ⅳ
室（
ア

ク
リ
ル
繊
維
）、
パ
イ
レ
ン
室
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
所
（
前
年
、
研
究
部
に
新
設
）
を
置
き
、
新
し

い
事
業
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

●
50
年
代
の
主
な
Ｒ
＆
Ｄ
活
動

こ
の
時
期
ま
で
に
、
３
大
合
繊
が
出
そ
ろ
い
、
ま
た
、
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル

ム
の
初
期
開
発
も
完
了
し
、
生
産
を
開
始
し
た
。

［
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
〝
テ
ト
ロ
ン
〟］ 
レ
ー
ヨ
ン
、
ナ
イ
ロ
ン
に
続
く
第
三
の
繊
維
と
し
て
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
繊
維
の
開
発
を
企
画
し
、
52
年
頃
か
ら
本
格
的
な
研
究
・
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
57
年

に
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
技
術
に
基
づ
く
58
年
の
三
島
工
場
で
の
生
産
開
始
後
は
、
生
産
の
安
定
化
と

品
質
の
向
上
に
重
点
を
置
き
、
ま
た
、
大
幅
な
工
程
短
縮
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
連
続
重
合
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法
や
直
接
重
合
法
の
開
発
に
着
手
し
た
。

［
ア
ク
リ
ル
繊
維
〝
ト
レ
ロ
ン
〟］ 〝
テ
ト
ロ
ン
〟
に
続
く
第
四
の
繊
維
と
し
て
52
年
に
ア
ク
リ
ル
繊
維

の
基
礎
研
究
を
開
始
、
一
時
中
断
を
は
さ
み
59
年
に
は
名
古
屋
工
場
に
日
産
３
ト
ン
の
試
験
設
備
を

設
置
し
た
。
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
、
紡
糸
溶
媒
と
し
て
溶
解
力
に
優
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ｓ
Ｏ
を
用
い
た
連
続
重

合
紡
糸
法
で
、
世
界
の
最
先
端
を
い
く
技
術
で
あ
っ
た
。

［
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂〝
ア
ミ
ラ
ン
〟］ 

成
形
加
工
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研
究
・
技
術
開
発
は
、
54
年
、
特
需

用
途
と
し
て
電
線
被
覆
用
耐
寒
耐
候
性
ナ
イ
ロ
ン
を
開
発
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
新
し
い
品
種
や
グ

レ
ー
ド
の
開
発
へ
と
進
展
し
た
。

［
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
〝
ル
ミ
ラ
ー
〟］ 

Ｉ
Ｃ
Ｉ
社
の
技
術
ラ
イ
セ
ン
ス
に
基
づ
き
、
58
年
に
は

二
軸
延
伸
を
中
心
と
し
た
製
造
技
術
を
確
立
し
、
59
年
に
三
島
工
場
で
試
験
生
産
を
開
始
し
た
。
ま

た
、フ
ィ
ル
ム
の
易
滑
性
、透
明
性
、お
よ
び
電
気
絶
縁
性
を
目
的
と
し
た
重
合
処
方
を
確
立
し
、フ
ィ

ル
ム
専
用
ポ
リ
マ
ー
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、真
空
蒸
着
を
中
心
と
し
た
応
用
加
工
の
研
究
を
進
め
、

58
年
に
東
洋
メ
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ（
現
東
レ
フ
ィ
ル
ム
加
工
）を
設
立
し
た
。
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◉
研
究
開
発
部
門・本
部
の
発
足
と
事
業
領
域
の
拡
大（
１
９
６
０
～
１
９
８
４
年
）

●
基
礎
研
究
所
と
繊
維
の
応
用
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立

60
年
代
は
合
繊
に
よ
っ
て
東
レ
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
時
代
で
、
70
年
ま
で
の
10
年
間
の
全
社

売
上
高
の
年
平
均
伸
び
率
は
、
12
％
を
超
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
生
産
・
販
売
規
模
の
拡
大
を
リ
ー

ド
す
る
形
で
、
研
究
・
開
発
体
制
の
拡
充
も
進
め
、
60
年
３
月
、
研
究
開
発
部
門（
63
年
研
究
部
門
に

改
称
）
を
新
設
し
、
研
究
部
と
開
発
部
の
２
部
を
置
い
た
。
同
年
12
月
、
基

礎
研
究
を
充
実
し
、
全
く
新
し
い
成
長
ラ
イ
ン
の
新
製
品
を
創
造
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
自
由
な
発
想
で
研
究
す
る
基
礎
研
究
所
を
研
究
開
発
部
門
に
新

設
し
た（
開
所
は
62
年
）。
同
時
に
、
技
術
研
究
部
、
特
許
部
、
研
究
開
発
総

務
課（
後
の
研
究
技
術
管
理
部
）を
置
い
た
。

他
方
で
、
繊
維
事
業
関
連
の
研
究
所
・
試
験
所
を
繊
維
生
産
部
門
に
移
管

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
工
務
各
研
究
所
も
関
連
組
織
に
移
管
）
す
る
と
と
も
に
、

滋
賀
園
山
地
区
に
紡
織
研
究
所
、
染
色
研
究
所
、
工
務
研
究
所
、
商
品
研
究

所
、
産
業
資
材
研
究
所
を
順
次
開
所
さ
せ
、
合
成
繊
維
の
高
次
加
工
に
関
す

完成した基礎研究所（1962年）
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る
一
大
研
究
所
群「
応
用
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
建
設
し
た
。

●
研
究
体
制
の
整
備
と
研
究
領
域
の
拡
大

69
年
、
各
組
織
に
散
在
し
て
い
る
す
べ
て
の
研
究
機
能
を
統
括
す
る
新
た
な
研
究
開
発
部
門
を
設

置
し
た
。
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
事
業
の
拡
大
と
粗
原
料
へ
の
遡
及
の
方
針
の
下
、
石
油
化
学
研
究

室（
68
年
設
置
）、
開
発
研
究
所（
中
央
研
究
所
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
門
の
２
研
究
所
を
統
合
）を
置
く

と
と
も
に
、
繊
維
関
係
の
研
究
所
、
試
験
所
、
研
究
室
な
ど
を
統
合
し
て
新
た
に
繊
維
研
究
所
を
発

足
さ
せ
た
ほ
か
、
基
礎
研
究
所
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
所
な
ど
を
置
い
た
。

こ
の
後
73
年
に
、
一
時
、
繊
維
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
化
成
品
の
３
研
究
所
を
事
業
本
部
に
移
管
し

た
が
、
全
社
組
織
を
職
能
別
に
再
編
し
減
量
経
営
を
進
め
る
施
策
の
一
環
で
、
76
年
、
す
べ
て
の
研

究
所
を
再
集
結
し
た
。
研
究
内
容
の
見
直
し
と
効
率
化
の
た
め
Ｓ
Ｐ
Ｒ（
Ｍ
Ｐ
Ｒ
の
前
身
）会
議
を
設

置
す
る
一
方
、
技
術
情
報
室
、
物
性
・
分
析
関
係
の
研
究
を
担
う
ア
ナ
リ
シ
ス
セ
ン
タ
ー（
78
年
、
東

レ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
機
能
分
社
）
を
設
置
し
た
。
82
年
に
は
、
研
究
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
戦

力
の
増
強
に
転
じ
、
新
規
分
野
や
基
礎
・
探
索
研
究
へ
シ
フ
ト
し
た
、
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
室
、
テ
ク
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ノ
サ
ー
ビ
ス
室（
86
年
、
東
レ
テ
ク
ノ
と
し
て
独
立
）を
設
置
す
る
な
ど
、
研
究
活
動
の
領
域
を
深
化
・

拡
充
さ
せ
て
い
っ
た
。
な
お
こ
の
間
、
研
究
開
発
部
門
の
名
称
は
、
74
年
に
技
術
研
究
本
部
、
76
年

に
研
究
開
発
部
門
、
79
年
に
は
研
究
開
発
本
部
と
変
遷
し
た
。

●
新
規
事
業
開
発
の
推
進

70
年
１
月
、
東
レ
は
社
名
か
ら
レ
ー
ヨ
ン
を
外
し
東
レ
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
た
が
、
こ
れ
は
、

す
で
に
主
力
に
な
っ
て
い
た
合
繊
が
国
内
に
お
い
て
成
熟
期
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
中
、
新
た
な
成
長

ラ
イ
ン
に
乗
り
出
す
こ
と
を
期
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
71
年
に
は
、
研
究
・
技
術
開
発
テ
ー
マ
と

事
業
企
画
・
販
売
開
発
・
市
場
調
査
機
能
を
結
合
さ
せ
、
全
社
的
に
新
事
業
開
発
を
推
進
す
る
中
核
組

織
と
し
て
、社
長
直
属
の
新
事
業
推
進
部
を
設
立
し
た
。
74
年
、新
事
業
部
門（
76
年
開
発
事
業
部
門
、

79
年
新
事
業
本
部
に
改
称
）
に
発
展
し
、
研
究
や
販
売
開
発
で
見
出
さ
れ
た
事
業
化
テ
ー
マ
の
可
能

性
を
評
価
し
、
開
発
段
階
を
終
え
た
テ
ー
マ
は
新
組
織
と
し
て
独
立
さ
せ
た
。〝
ト
レ
カ
〟複
合
材
料
、

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
な
ど
の
医
薬
品
、
人
工
腎
臓
、
逆
浸
透（
Ｒ
Ｏ
）膜
モ

ジ
ュ
ー
ル
、
印
写
材
料
、
な
ど
数
多
く
の
新
事
業
が
進
階
し
て
い
っ
た
。
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●
１
９
６
０
～
１
９
８
４
年
の
研
究・技
術
開
発
の
主
要
な
成
果

［
繊
維
］ 

合
繊
が
大
き
く
成
長
す
る
一
方
、
他
社
と
の
競
合
が
激
化
し
た
時
期
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

や
付
加
価
値
の
創
出
に
向
け
た
新
製
品
開
発
を
進
め
た
。
ナ
イ
ロ
ン
糸
で
は
、
複
合
糸
、
異
形
断
面

糸
、
無
糊
糸
、
制
電
糸
、
極
細
糸
な
ど
を
、
ま
た
産
業
資
材
・
建
装
用
途
で
は
タ
イ
ヤ
コ
ー
ド
用
原
糸
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
用〝
Ｂ
Ｃ
Ｆ
〟な
ど
を
開
発
し
た
。
ナ
イ
ロ
ン
で
開
発
し
た
技
術
や
付
加
価
値
化
の
発
想

は〝
テ
ト
ロ
ン
〟、〝
ト
レ
ロ
ン
〟に

応
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
や
展
開
用
途
に
応
じ
た
数

多
く
の
新
製
品
を
輩
出
し
て
い
っ

た
。
そ
の
代
表
的
な
新
製
品
を
図

表
８–

１
に
示
す
。
特
に〝
テ
ト
ロ

ン
〟
で
は
、
64
年
に
、
透
明
度
の

高
い
三
角
断
面
糸〝
シ
ル
ッ
ク
〟を

開
発
、
そ
の
織
物
に
は
絹
様
の
優

図表8-1　繊維の代表的新製品（1960～1984年）
新製品

ナイロン

2種ポリマーの複合糸“タピロン”
異形断面糸“アミック”
無糊糸（NOS）
制電糸“パレル”
細物PTY“ルピナ”
極細糸“ロイヤルソフィー”
タイヤコード用原糸
漁網用モノフィラメント
カーペット用各種“BCF”

“テトロン”

異形断面糸“シルック”
分散染料易染タイプ
超抗ピルSF“テットウェル”
異形断面SF“シルジアン”
異形・異収縮混繊糸“シルックⅡ”
異形・ランダム捲縮糸“シルックⅢ”
異形・多重捲縮糸“シルックⅣ”

“テトロン”無撚・無糊原糸FINT
PBT繊維“サモーラ”
抗菌・防臭加工繊維“セベリス”
長繊維不織布“アクスター”

“トレロン” 難燃タイプ“トレロン・アンフラ”
人工皮革 スエード調人工皮革“エクセーヌ”

繊維高次加工 透湿・防水加工“エントラント”
長短複合紡績糸“サノワ”
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美
な
光
沢
が
あ
り
、
差
別
化
商
品
の
柱
と
な
っ
た
。
当
初
は
経た

て
じ
ま縞

、
染

め
む
ら
な
ど
の
問
題
も
生
じ
た
が
、
断
面
形
状
の
均
一
化
、
製
織
時
の

張
力
管
理
、
後
工
程
で
の
減
量
加
工
な
ど
で〝
シ
ル
ッ
ク
〟の
基
幹
技
術

を
確
立
し
た
。
こ
の
後
、
異
形
異
収
縮
混
繊
糸
、
異
形
ラ
ン
ダ
ム
捲
縮

糸
、異
形
多
重
捲
縮
糸
な
ど
を〝
シ
ル
ッ
ク
〟シ
リ
ー
ズ
と
し
て
開
発
し
、

高
付
加
価
値
品
の
代
表
的
製
品
と
な
っ
た
。

ま
た
、68
年
か
ら
は
ス
エ
ー
ド
調
人
工
皮
革
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

特
殊
複
合
紡
糸
法
に
よ
る
、
約
０
・
１
デ
ニ
ー
ル
の
束
状
に
な
っ
た
極

細
繊
維
を
開
発
し
、
３
次
元
絡
合
構
造
に
よ
り
天
然
皮
革
の
風
合
い
と

透
湿
性
、
表
面
の
バ
フ
加
工
に
よ
る
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
と
ス
エ
ー
ド
効

果
を
実
現
、
71
年
に
〝
エ
ク
セ
ー
ヌ
〟（
現
〝
ウ
ル
ト
ラ
ス
エ
ー
ド
〟）
の

商
標
で
量
産
開
始
し
た
。

こ
れ
ら
新
製
品
開
発
と
並
び
、
直
接
紡
糸
延
伸
装
置
Ｄ
Ｓ
Ｄ
、
仮
撚

り
加
工
糸
で
の
Ｐ
Ｏ
Ｙ
・
Ｄ
Ｔ
Ｙ
プ
ロ
セ
ス
、
高
速
製
糸
の
Ｏ
Ｓ
Ｐ
な

“エクセーヌ” （1本の糸（左）から多数の繊維が
生まれる）

“シルック”断面
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ど
の
革
新
的
技
術
や
装
置
も
多
数
生
み
、
合
繊
事
業
の
飛
躍
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
新
製
品
・
新
技
術
開
発
の
詳
細
は
他
の
事
業

分
野
も
含
め
、
ま
た
、
他
の
時
期
を
含
め
、『
東
レ
90
年
史
』本
編
の
テ
ー

マ
編
第
４
章「
研
究
・
技
術
開
発
」に
詳
述
し
た
の
で
、
参
照
願
い
た
い
。

［
樹
脂
・
フ
ィ
ル
ム
・
化
成
品
］ 

繊
維
以
外
の
分
野
で
も
、Ａ
Ｂ
Ｓ
・
Ｐ
Ｂ
Ｔ
・

Ｐ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
新
た
な
樹
脂
や〝
ル
ミ
ラ
ー
〟の
高
付
加
価
値
品
な
ど
、
現

在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
基
盤
製
品
と
な
る
多
数
の
新
製
品
を
開
発
し

た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
図
表
８-

２
に
示
す
。

ま
た
製
造
技
術
面
で
も
、
樹
脂
で
は
高
濃
度
乳
化
重
合
、
懸
濁
重
合
、

連
続
塊
状
重
合（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）な
ど
、
フ
ィ
ル
ム
で
は
連
続
縦
延
伸
、
高
速
広

幅
化
技
術
な
ど
や
、
フ
ィ
ル
ム
表
面
へ
の
マ
ッ
ト
加
工
、
蒸
着
加
工
な
ど

を
開
発
し
、
品
質
向
上
・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
付
加
価
値
向
上
に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
原
料
面
で
も
、
ナ
イ
ロ
ン
原
料
で
は
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
の
画

期
的
製
造
法
Ｐ
Ｎ
Ｃ
法
の
研
究
開
発
を
行
い
、
62
年
に
生
産
化
し
た
。
ま

“ルミラー”製膜工程（岐阜工場） “トヨラック”成形品（自動車部品）
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た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
原
料
の
テ
レ
フ
タ
ル
酸
で
は
、
62
年
に
パ
ラ
キ
シ
レ
ン
を
液
相
空
気
酸
化
す
る
製

法
（
Ｌ
Ｏ
法
）
を
開
発
、
そ
の
後
、
精
製
技
術
を
高
め
た
Ｌ
Ｏ
Ｐ
、
Ｓ–

Ｌ
Ｏ
Ｐ
へ
と
進
化
さ
せ
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

［
新
事
業
］ 

東
レ
の
現
在
の
繊
維
・
樹

脂
・
フ
ィ
ル
ム
・
化
成
品
以
外
の
事
業

の
端
緒
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
時
期
に
あ

り
、
新
事
業
の
研
究
・
技
術
開
発
を
一

気
に
推
し
進
め
た
時
期
と
い
え
る
。
主

要
な
成
果
は
図
表
８–

２
に
示
す
と
お

り
だ
が
、
炭
素
繊
維
開
発
に
若
干
触
れ

る
と
、
東
レ
で
の
研
究
開
発
は
、
工
業

技
術
院（
現
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）大

阪
工
業
技
術
試
験
所
の
進
藤
博
士
が
ポ

リ
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル（
Ｐ
Ａ
Ｎ
）繊
維

図表8-2　繊維以外の代表的新製品（1960 ～ 1984年）
繊維以外の分野 新製品

プラス
チック・
化成品

プラスチック
（樹脂）

ナイロン66、12樹脂
ABS樹脂“トヨラック”
PBT樹脂“トレコン”
PPS樹脂“トレリナ”

プラスチック
（フィルム）

“トレファン”（コーテッド、電力コンデンサー用）
ポリオレフィン発泡体シート“トーレペフ”
ホームビデオ用“ルミラー” （V37）
高強度“ルミラー”（V-FAP）

化成品 必須アミノ酸L-リジン

新事業

炭素繊維 炭素繊維用PAN繊維
“トレカ”糸T300グレード

医療 中空糸型透析器“フィルトライザー”
抗血栓材料“アンスロン”

医薬 陣痛促進剤PGF2α注射剤
インターフェロン-β製剤“フエロン”

印写システム 感光性ナイロン樹脂凸版材“トレリーフ”
“東レ水なし平版”

オプティカル ソフトコンタクトレンズ“ブレス・オー”
水処理 高性能逆浸透（RO）膜“ロメンブラ”

電子情報
材料

ICキャリアテープ（ICC、KCC）
半導体用PIコーティング剤“セミコファイン”
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を
原
料
と
す
る
炭
素
繊
維
を
学
会
発
表
し

た
61
年
に
始
ま
る
。
基
礎
研
究
所
が
合
成

し
た
新
規
化
合
物
Ｈ
Ｅ
Ｎ
を
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
共

重
合
成
分
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
炭
素

繊
維
の
性
能
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と

を
見
出
し
、
69
年
に
研
究
所
を
横
断
す
る

「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
結
成
し
て

一
連
の
基
礎
技
術
を
開
発
し
た
。
そ
の
上

で
、
ユ
ニ
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
社
と
、
焼
成

技
術
と
プ
リ
カ
ー
サ
の
技
術
交
換
契
約
を

結
び
、
進
藤
博
士
の
基
本
特
許
の
実
施
許

諾
を
得
て
、
71
年
に
生
産
開
始
し
た
の
で

あ
る
。

人工透析器“フィルトライザー”と
患者監視装置

炭素繊維“トレカ”

“フエロン”培養タンク 逆浸透（RO）膜“ロメンブラ”内部構造
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◉
技
術
セ
ン
タ
ー
の
発
足
と
成
長
分
野
で
の
研
究・技
術
開
発（
１
９
８
５
～
２
０
０
１
年
）

●
技
術
セ
ン
タ
ー
の
発
足

85
年
４
月
、
全
社
の
研
究
・
技
術
開
発
の
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー
機
能
を
果
た
す
技
術
セ
ン
タ
ー
を

発
足
さ
せ
た
。

技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
企
画
室
と
実
際
の
開
発
を
担
う
組
織
か
ら
な
る
「
狭
義
の

技
術
セ
ン
タ
ー
」
と
、
こ
れ
に
加
え
、
研
究
開
発
本
部
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
、
生
産
本
部
、

お
よ
び
事
業
本
部
・
部
門
に
属
す
る
技
術
開
発
部
署
で
構
成
す
る

バ
ー
チ
ャ
ル
組
織
の
「
広
義
の
技
術
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
存
立
し
て

い
る
。（
広
義
の
）技
術
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
国
内
外
の
競

争
激
化
と
急
激
な
技
術
革
新
に
対
処
し
、
現
市
場
で
の
優
位
性
の
確

保
と
新
た
な
市
場
の
開
拓
」
お
よ
び
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
連

動
し
た
技
術
開
発
の
い
っ
そ
う
の
効
率
化
」
の
た
め
、
限
ら
れ
た
技

術
戦
力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
①
開
発
体
制
の
再
編
、

②
技
術
企
画
ス
タ
ッ
フ
の
機
能
強
化
、
③
事
業
部
門
と
の
連
携
強

技術センター外観（現TC-2）
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化
、
④
情
報
機
能
の
充
実
を
基
本
方
針
と
し
て
定
め
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
事
業
戦
略
と
連
携
し
た
経
営
資
源
の
配
分
の
仕
組
み
で
あ
る
Ｍ
Ｐ
Ｒ
（
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
、
研
究
の
英
字
頭
文
字
）
を
制
定
し
た
。
Ｍ
Ｐ
Ｒ
は
、
技
術
セ
ン
タ
ー
の
担
当

役
員
と
事
業
本
部
・
部
門
長
が
、
各
事
業
戦
略
と
研
究
・
技
術
開
発
方
針
を
調
整
し
、
毎
年
度
の
研
究
・

技
術
開
発
テ
ー
マ
、
投
入
戦
力
を
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
・
技
術
開
発
の
重
点

化
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、「
特
定
緊
急
課
題
制
度
」「
重
点
開
発
課
題
制
度
」「
重
点
フ
ィ
ー

ル
ド
制
度
」「
関
係
会
社
支
援
制
度
」
な
ど
を
順
次
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、
研
究
・
技
術
開
発
テ
ー
マ

の
費
用
負
担
に
関
し
、
事
業
本
部
・
部
門
負
担
の
事
業
研
究
Ｄ
Ｒ
と
、
本
社
負
担
の
本
社
研
究
Ｃ
Ｒ

の
２
区
分
に
、
新
た
に
Ｃ
Ｒ–
Ⅱ
を
設
け
た
。
従
来
の
Ｃ
Ｒ
は
Ｃ
Ｒ–

Ⅰ
と
改
称
し
、
研
究
開
発
本
部

の
意
思
と
責
任
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
技
術
委
員
会
で
承
認
す
る
こ
と
と
す
る
一
方
、
Ｃ
Ｒ–

Ⅱ
は
技

術
セ
ン
タ
ー
所
長
の
責
任
の
下
で
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
社
費
を
充
て
る
制
度
で
、
そ
の
後
の
新

規
事
業
開
発
や
業
際
的
開
発
、
関
係
会
社
で
の
開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
技
術

セ
ン
タ
ー
の
役
割
期
待
や
一
連
の
施
策
は
、
現
在
に
継
承
さ
れ
、
技
術
セ
ン
タ
ー
の
運
営
シ
ス
テ
ム

の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
。
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●
研
究
と
開
発
の
分
離

87
年
、
研
究
開
発
本
部
か
ら
開
発
機
能
を
分
離
す
る「
研
究
と
開
発
の
分
離
」と
い
う
開
発
組
織
の

大
き
な
変
革
を
打
ち
出
し
た
。
研
究
は
、競
争
優
位
に
優
れ
た
新
素
材
や
新
機
能
の
創
出
を
目
指
し
、

過
去
の
実
績
や
期
限
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
創
的
発
想
に
基
づ
い
て
基
礎
技
術
を
確
立
さ
せ
る
。

開
発
は
、
研
究
で
創
出
さ
れ
た
素
材
や
機
能
を
製
品
化
し
、
品
質
・
コ
ス
ト
・
開
発
期
間
な
ど
の
制
約

条
件
の
下
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
技
術
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
再
定
義
し
た
。

同
年
８
月
、
研
究
開
発
本
部
所
属
の
開
発
部
の
機
能
と
テ
ー
マ
を「
開
発
推
進
グ
ル
ー
プ
」と
し
て

技
術
セ
ン
タ
ー
に
移
管
、
同
時
に
、
技
術
セ
ン
タ
ー
と
生
産
本
部
の
技
術
開
発
部
署
の
役
割
を
、
前

者
は
新
規
事
業
分
野
、
後
者
は
既
存
事
業
分
野
の
技
術
開
発
と
明
確
化
し
た
。
そ
し
て
、
91
年
６
月
、

研
究
開
発
本
部
を
研
究
本
部
に
改
称
、
技
術
セ
ン
タ
ー
に
新
事
業
開
発
部
門
を
新
設
し
、
研
究
と
開

発
の
分
離
を
完
結
さ
せ
た
。

●
事
業
の
多
様
化
に
対
応
し
、
先
端
技
術
を
追
求
す
る
研
究
体
制

こ
れ
ら
に
前
後
し
て
、
研
究
所
・
研
究
室
の
再
編
、
強
化
を
進
め
、
研
究
領
域
ご
と
に
研
究
所
を
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独
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
87
年
に
高
分
子
研
究
所
、
電
子
情
報
材
料
研
究
所
、
90
年
に
樹
脂
研
究
所（
名

古
屋
）と
複
合
材
料
研
究
所（
愛
媛
）、
91
年
に
ケ
ミ
カ
ル
研
究
所
、
92
年
に
医
療
シ
ス
テ
ム
研
究
所
、

と
改
編
・
新
設
し
て
い
っ
た
。

99
年
に
部
門
相
当
組
織
と
し
て
基
礎
研
究
所（
鎌
倉
）を
新
設
し
、
そ
の
下
に
医
薬
研
究
所（
旧
基

礎
研
究
所
を
改
称
）と
先
端
研
究
所（
高
分
子
研
究
所
と
医
療
シ
ス
テ
ム
研
究
所
を
統
合
）を
置
い
た
。

先
端
研
究
所
は
、
21
世
紀
の
有
望
分
野
で
あ
る
医
療
、
環
境
、
機
能
性
新
素
材
の
研
究
中
心
の
編
成

と
し
、
多
く
の
事
業
分
野
に
ま
た
が
る
先
端
技
術
研
究
、
極
限
技
術
研
究
を
目
指
し
た
。

●（
狭
義
の
）技
術
セ
ン
タ
ー
で
の
開
発
テ
ー
マ
の
拡
充
と
推
進

技
術
セ
ン
タ
ー
が
担
う
開
発
推
進
テ
ー
マ
と
し
て
、
発
足
当
初
は
、
①
人
工
毛
皮
〝
フ
ァ
タ
ス

テ
ィ
〟、
②
光
フ
ァ
イ
バ
、
③
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
④
医
療
材
、
⑤
ト
ナ
ー
の
５
つ
だ
っ
た
が
、
90
年

ま
で
に
新
た
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
⑥
液
晶
材
料
（
Ｌ
Ｃ
Ｍ
）、
⑦
ポ
リ
ア
セ
タ
ー
ル
樹
脂
（
Ｒ
Ａ
Ｐ
）、

⑧
高
速
プ
リ
ン
タ
ー（
Ｔ
Ｎ
Ｐ
）、
⑨
複
合
材
料
大
型
構
造
体（
Ｌ
Ｓ
Ｓ
）、
⑩
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
を
、
開

発
推
進
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
と
し
て
新
設
し
た
。
91
年
６
月
、
技
術
セ
ン
タ
ー
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に
新
事
業
部
門
を
設
置
し
こ
れ
ら
を
集
約
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
後
も
、〝
ト
レ
ロ
ー
ム
〟（
浄
水
装

置
）、
光
デ
ィ
ス
ク
、
Ｓ
Ｔ
Ｐ（
半
導
体
用
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
回
路
の
形
成
・
実
装
）、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
部
材
な
ど

を
手
掛
け
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
テ
ー
マ
は
事
業
本
部
・
部
門
、
関
係
会
社
で
事
業
化
さ
れ
、

技
術
セ
ン
タ
ー
は
開
発
テ
ー
マ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
十
分
に
果
た
し
た
。

●
研
究
か
ら
開
発
、
開
発
か
ら
生
産
へ
の
進
階
シ
ス
テ
ム

研
究
と
開
発
の
機
能
分
離
を
行
う
一
方
で
、
研
究
か
ら
開
発
、
開
発
か
ら
生
産
へ
の
進
階
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
へ
の
移
行
は
、
安
易
に
行
わ
れ
過
ぎ
る
と
大
き
な
リ
ス
ク
を
負

う
こ
と
に
な
り
、
反
対
に
慎
重
に
な
り
過
ぎ
る
と
競
争
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
的
確
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
迅
速
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
88
年
、
研
究
か
ら
開
発
、
開
発
か
ら
生
産
へ
の

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
妥
当
性
を
判
断
す
る「
研
究
開
発
進
階
制
度
」を
制
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
研
究

か
ら
開
発
へ
の
進
階
が
効
率
的
に
進
ん
だ
。
99
年
に
は
「
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、

研
究
の
進
階
を
ゲ
ー
ト
判
定
基
準
に
従
っ
て
よ
り
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
で
開
発
の
成
功
確
率
を

上
げ
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
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●
そ
の
他
の
Ｒ
＆
Ｄ
施
策

東
レ
は
以
前
か
ら
特
許
を
重
視
し
専
任
組
織
の
特
許
部
を
置
い
て
い
た
が
、
91
年
、
知
的
財
産
部

を
設
置
し
、
特
許
・
実
用
新
案
・
商
標
・
意
匠
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
著
作
権
を
含
む
、
よ
り

広
範
な
知
的
財
産
権
を
一
括
し
て
管
理
・
運
用
す
る
体
制
を
整
備
し
、
新
設
し
た
法
務
・
総
務
部
門
に

編
入
し
た
。
こ
の
後
も
活
動
を
広
げ
、現
在
は
知
的
財
産
部
門
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
、88
年
、

東
レ
の
技
術
基
盤
と
な
っ
て
い
る
要
素
技
術
の
い
っ
そ
う
の
深
化
と
展
開
を
狙
う
、
重
合
・
製
糸
・
繊

維
高
次
加
工
・
製
膜
・
有
機
合
成
な
ど
の
要
素
技
術
連
絡
会
、
92
年
、
研
究
者
が
長
期
に
わ
た
っ
て
研

究
に
専
念
し
、
切
磋
琢
磨
す
る
風
土
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
制
度
、
97
年
、
研

究
本
部
や
技
術
セ
ン
タ
ー
独
自
の
表
彰
制
度
な
ど
、
研
究
・
技
術
開
発
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
・
活
性

化
に
資
す
る
施
策
を
開
始
し
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
１
９
８
５
～
２
０
０
１
年
の
研
究・技
術
開
発
の
主
要
な
成
果

こ
の
時
期
は
、
繊
維
で
は
新
合
繊
が
相
次
い
で
商
品
化
さ
れ
る
一
方
、
各
分
野
で
の
研
究
・
技
術

開
発
領
域
が
大
き
く
広
が
り
、
21
世
紀
の
成
長
分
野
に
向
け
て
、
多
数
の
先
端
技
術
、
極
限
技
術
を
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追
求
し
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
技
術
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
し
て
い

た
開
発
テ
ー
マ
の
多
く
が
独
立
し
て
い
っ
た
。

図表8-3　代表的新製品（1985 ～ 2001年）
事業分野 新製品

繊維

多段異収縮混織糸“シルックシルデュー”など新合繊
長短複合新規紡績糸“サノワ”　
エアバッグ用ナイロン
ノンホルマリン系制菌加工素材“マックスペック”

樹脂・ケミカル
ネコインターフェロン製剤“インターキャット”
液晶ポリエステル樹脂“シベラス”

フィルム

PPSフィルム“トレリナ”
アラミドフィルム“ミクトロン”

“ルミラー”新表面形成技術（TOP-PTL)製品
LCDバックライト用反射フィルム

情報・通信機材
半導体用PIコーティング剤“フォトニース”
PDP背面板製造技術とペースト
カラーフィルター“トプティカル”

住宅・エンジニ
アリング

家庭用浄水器“トレビーノ”
超純水製造用2段法RO膜

医薬・医療
末梢循環障害治療剤“ドルナー”
エンドトキシン除去用血液浄化器“トレミキシン”
ポリスルホン膜人工腎臓“トレスルホン”

新事業

高性能ワイピングクロス“トレシー”
航空機一次構造材料用炭素繊維複合材料
燃料電池電極材料
スタビライザーなど自動車部材用CFRP

カラーフィルター　
“トプティカル”

新表面形成技術（TOP-
PTL）による“ルミラー”

“シルックシルデュー”
の織物断面
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◉
Ｎ
Ｔ
改
革
か
ら
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ（
２
０
０
２ 

～
２
０
１
７
年
）

●「
自
前
主
義
か
ら
の
脱
却
」
―
技
術
の
融
合
と
社
内
外
連
携

２
０
０
２（
平
成
14
）年
３
月
期
の
決
算
で
、
東
レ
は
創
業
初
期
を
除
き
初
め
て
経
験
す
る
単
体
の

営
業
利
益
赤
字
と
い
う
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
、
02
年
４
月
、
経
営
シ
ス
テ
ム
、
行
動
基

準
す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
る
改
革
―
中
期
経
営
課
題
Ｎ
Ｔ
21
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
Ｎ
Ｔ
改
革
の

中
で
、
研
究
・
技
術
開
発
に
関
し
て
は「
自
前
主
義
か
ら
の
脱
却
」を
打
ち
出
し
た
。

も
と
も
と
東
レ
は
、
ナ
イ
ロ
ン
で
の
デ
ュ
ポ
ン
社
、
炭
素
繊
維
で
の
ユ
ニ
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
社
、

ま
た
ボ
ー
イ
ン
グ
社
や
ユ
ニ
ク
ロ
社
と
の
事
業
上
の
関
係
を
見
る
よ
う
に
、
外
部
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
と
東
レ
保
有
の
技
術
を
結
合
し
て
、新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、成
長
に
つ
な
げ
た
事
例
が
多
か
っ

た
。
あ
え
て
意
識
的
に
自
前
主
義
か
ら
の
脱
却
を
宣
言
し
た
の
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
、
近
年

の
研
究
・
開
発
課
題
を
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
達
成
す
る
に
は
、
視
点
を
積
極
的
に
外
に
置

い
て
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
国
家
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
参
画
件
数
は
、
直
前
の
01
年
度
の
10
件
が
16
年
度
に
は
40
件
を
超
え
、
ま
た
一
般
の
研
究
機

関
・
有
力
企
業
と
の
共
同
研
究
・
開
発
提
携
は
３
０
０
件
を
超
え
て
い
る
。
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こ
う
し
た
戦
略
に
合
わ
せ
、
02
年
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ｉ
Ｔ
分

野
な
ど
で
の
高
分
子
研
究
に
取
り
組
む
機
能
材
料
研
究
所
を
先
端
研
究

所
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
、
同
時
に
地
球
環
境
研
究
所
を
新
設
し
た
。
03

年
に
は
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
と
し
、

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
併
設
し
た
先
端
融
合
研
究
所
を
開
所
し
た
。

ま
た
、
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
02
年
に
既
存
事
業
の
新
製
品
開
発
を

支
援
す
る
機
能
資
材
・
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
、
フ
ィ
ル
ム
加
工
製
品
開

発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
新
事
業
開
発
部
門
で
は
、
04
年
に
有
機
Ｅ
Ｌ
、

反
射
防
止
フ
ィ
ル
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
用
フ
ィ
ル
タ
ー
（
Ｆ
Ｄ
Ｆ
）、

研
磨
パ
ッ
ド（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）、
高
密
度
回
路
実
装
基
板（
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
）な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
、

新
事
業
開
発
領
域
を
拡
大
し
た
。

●
先
端
材
料
の
研
究・技
術
開
発
の
推
進

06
年
10
月
、「Innovation by Chem

istry

」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
Ｉ
Ｔ–

２
０
１
０
で
は
、
基

先端融合研究所
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本
戦
略
と
し
て「
先
端
材
料
の
拡
大
」を
掲
げ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
研
究
・
技
術
開
発
戦
略
と
し
て
、

①
東
レ
グ
ル
ー
プ
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
有
機
合
成
化
学
・
高
分
子
化
学
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
に
よ
る
先
端
材
料
の
創
出
を
目
指
し
、
②
全
社
開
発
戦
力
の
約
80
％
を
先

端
材
料
に
傾
斜
配
分
す
る
こ
と
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
に
取
り
組
ん
だ
。
な
お
、
先
端
材

料
開
発
に
関
し
て
は
、そ
の
最
重
点
領
域
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
革
新
素
材
、自
動
車
・
航
空
機
革
新
部
材
、

医
薬
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
素
材
と
し
、
ま
た
、
革
新
プ
ロ
セ
ス
、
先
進

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
基
礎
マ
テ
リ
ア
ル
・
先
端
分
子
設
計
、
革
新
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
戦
略

的
強
化
技
術
と
し
た
。
さ
ら
に
、
多
数
の
個
別
開
発
テ
ー
マ
の
う
ち
、
事
業
化
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

い
40
テ
ー
マ
を「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
40
」、中
で
も
難
易
度
が
特
に
高
い
挑
戦
的
テ
ー
マ
を「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
40
チ
ャ

レ
ン
ジ
」と
し
て
、
重
点
的
に
開
発
を
行
っ
た
。

ま
た
、
10
年
、
基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー（
基
礎
研
究
所
を
改
称
）に
、
機
能
材
料
研
究
所
の
機
能
を
拡

充
し
た
先
端
材
料
研
究
所
を
新
設
し
た
。
ま
た
、
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
09
年
、
自
動
車
・
航
空
機

分
野
の
技
術
開
発
拠
点
と
な
る
Ａ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
傘
下
に
、
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
セ
ン

タ
ー
、
ア
ド
バ
ン
ス
ド
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
樹
脂
応
用
開
発
セ
ン
タ
ー
を
置
い
た
。
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な
お
06
年
に
は
、
創
立
80
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
東
レ
先
端
材
料
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」と「
東
レ
先

端
材
料
展
」
を
開
催
し
、
東
レ
の
先
端
材
料
を
広
く
社
会
に
紹
介
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世

界
的
に
著
名
な
講
師
４
名
を
迎
え
、
講
演
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
11
、
16
年
度
に

も
実
施
し
た
。

●
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

11
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
３
で
は
、
基
本
戦
略
に
「
成
長
分
野
で
の
事
業
拡

大
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ア
技
術
の
深
化
、
技

術
の
融
合
な
ど
の
研
究
開
発
の
基
本
的
考
え
方
は
維
持
し
な
が
ら
、
研
究
開
発
の
重
点
領
域
を
グ

リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
シ
フ
ト
し
た
。
地
球
環
境
問
題
や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
型
事

業
を「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」と
位
置
付
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
高
効
率
化
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
非
化
石
資
源
の
活
用
、
海
水
淡
水
化
・
下
廃
水
浄
化
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関

連
の
テ
ー
マ
に
重
点
化
を
図
っ
た
。

14
年
ス
タ
ー
ト
の
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
６
で
は
、
研
究
開
発
の
重
点
領
域
と
し
て
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
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シ
ョ
ン
を
追
加
し
、ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
、医
療
の
質
の
向
上
、

医
療
現
場
の
負
担
軽
減
、
健
康
・
長
寿
に
貢
献
す
る
事
業
と
位
置
付
け
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
研
究
・
技
術
開
発
費
の
50
％
を
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
、20
％
を
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
投
入
し
、革
新
的
新
素
材
・

新
技
術
を
創
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
方
針
は
17
年
ス
タ
ー
ト
の
中
期

経
営
課
題
Ａ
Ｐ–

Ｇ 

２
０
１
９
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

な
お
、
16
年
４
月
、
創
立
90
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
滋
賀
事

業
場
に
新
た
な
研
究
拠
点「
未
来
創
造
研
究
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
を
決
定
し
た（
19
年
12
月
竣
工
予
定
）。

未
来
社
会
に
必
要
な
機
能
や
仕
組
み
を
探
求
、
材
料
の
強
み
を
生
か
し
た「
コ
ト
づ
く
り
」の
実
現
を
目

指
す
未
来
創
造
型
Ｒ
＆
Ｄ
、
人
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
Ｒ
＆
Ｄ
の
推
進・強
化
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

●
新
製
品・新
技
術
開
発
の
確
実
な
実
行
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

こ
う
し
た
研
究
・
開
発
の
取
り
組
み
に
並
行
し
て
、
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
だ
。
03
年
、
研
究
・
技
術
開
発
・
生
産
・
販
売
が
一
体
と
な
り
、
開
発
課
題
に
顧
客
視

未来創造研究センター完成予想図
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点
で
、素
早
く
対
応
す
る
意
識
改
革
に
取
り
組
む「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
活
動
」、ま
た
、開
発
テ
ー

マ
を「
２
～
３
年
以
内
に
事
業
の
柱
に
育
成
す
る
事
業
拡
大
テ
ー
マ
」「
２
年
以
内
に
事
業
化
す
る
事

業
化
推
進
テ
ー
マ
」「
早
急
に
事
業
化
シ
ナ
リ
オ
策
定
に
取
り
組
む
事
業
化
検
討
テ
ー
マ
」に
区
分
し

て
適
切
に
推
進
す
る
体
制
を
作
っ
た
。
09
年
に
は
、
１
年
以
内
に
結
果
を
出
す
テ
ー
マ
を「
Ａ
１–

Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
テ
ー
マ
」と
指
定
し
、
戦
力
を
集
中
し
て
技
術
開
発
を
加
速
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、

推
進
中
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
次
の
テ
ー
マ
、
次
の
次
の
テ
ー
マ
を
並
行
し
て
仕
込
み
、
筋
の
よ
い

テ
ー
マ
を
継
続
的
に
生
み
出
す「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
も
取
り
組
み
、
中
長
期
的
な
観

点
で
、
効
率
的
な
開
発
戦
力
・
費
用
の
投
入
を
行
っ
て
い
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究・開
発
拠
点
の
設
立
と
拡
充

事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
研
究
・
技
術
開
発
拠
点
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
積
極
的
に
推
進
し

た
。海
外
各
国
の
優
秀
な
研
究
者
の
活
用
や
、異
分
野
・
異
文
化
融
合
に
よ
る
新
た
な
発
想
に
着
眼
し
、

併
せ
て
現
地
の
有
力
顧
客
や
大
学
・
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
・
技
術
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。
特
に

繊
維
産
業
の
成
長
著
し
い
中
国
で
は
、
02
年
、
ポ
リ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・
繊
維
技
術
全
般
に
わ
た
る
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研
究
・
技
術
開
発
拠
点
と
し
て
Ｔ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
社
を
設
立
、

04
年
に
は
高
分
子
先
端
材
料
の
開
発
を
担
う
上
海
分

公
司
を
開
所
し
た
（
12
年
、
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｃ
社
と
し
て
発

足
）。
ま
た
、
07
年
に
は
米
国
で
、
炭
素
繊
維
複
合

材
料
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
08
年
、
韓
国
に
お
け

る
先
端
素
材
の
研
究
拠
点
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｃ
、
09
年
、
シ
ン

TFRC社（中国）

日本：基礎研究・先端開発
海外：現地ニーズを踏まえた商品開発

■ 研究・技術開発拠点（19）
● 海外情報拠点（3）

フランス
■CFE
■TFE

イタリア
■Alcantara

タイ
■CBT
■TTS
マレーシア
■TPM

シンガポール
■TSWRC

中国（華東）
■TFRC
■TARC

韓国
■AMRC
■TAK
■TCK

米国（カリフォルニア州）
■TMUS
●サンフランシスコ（UCSF）
●シリコンバレー

米国
（ワシントン州、アラバマ州）

■CMA

米国（ミネソタ州）
●ミネアポリス

米国（ミシガン州）
■TREC

米国
（ロードアイランド州）

■TPA

中国（華南）
■TPCH

ドイツ
■GNT
■AMCEU（開設予定）

図表8-4　グローバル研究・技術開発拠点（2017年10月時点）

ガ
ポ
ー
ル
に
水
処
理
研
究

セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｓ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
を

設
立
し
た
。
現
在
で
は
図

表
８–

４
に
示
す
よ
う
に
、

世
界
９
カ
国
19
カ
所
に
グ

ロ
ー
バ
ル
研
究
・
技
術
開

発
拠
点
、
３
カ
所
に
情
報

拠
点
を
確
保
し
て
い
る
。
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●
２
０
０
２
～
２
０
１
６
年
の
研
究・技
術
開
発
の
主
要
な
成
果

こ
の
年
代
の
成
果
の
特
徴
は
、
図
表
８–

５
に
示
す
と
お
り
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ

図表8-5　代表的新製品（2002 ～ 2016年）
事業分野 新製品

繊維
3GTストレッチ複合糸
防寒機能インナーウエア「ヒートテック」（※1）

革新ナノファイバー技術を使用した製品

樹脂・ケミカル
自己組織化“ナノアロイ”製品
耐薬品性ABS/PC樹脂
ポリ乳酸（樹脂・フィルム・繊維）“エコディア”

フィルム
二軸延伸“ナノアロイ”フィルム
超薄膜多層積層フィルム“ピカサス”

電子情報材料・
機器

有機EL用赤色発光材料・電子輸送材料
有機ELディスプレイ用PIコーティング材料
タッチパネル用感光性機能材料“レイブリッド”

炭素繊維複合
材料

超高速プレス技術を使用した製品
自動車用ハイサイクルCFRP
高強度・高弾性率炭素繊維“トレカ”T1100G

環境・エンジニ
アリング

MBR用PVDF平膜“メンブレイ”
下水再利用向けUF膜“トレフィル”

医薬・医療
DNAチップ“3D-Gene”
経口そう痒症改善剤「レミッチ」（※2）

血小板付着抑制透析膜“トレライト”NV
（※1）「 ヒートテック」はファーストリテイリングの登録商標 
（※2）「レミッチ」は鳥居薬品の登録商標 

世界初の異形断面ナノファイバー

高感度DNAチップ“3D-Gene” ナノ積層フィルム“ピカサス”
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ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
研
究
技
術
の
融
合
に
よ
る
も
の
が
多
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
①FIRST

 PRO
GRA

M

「M
ega-ton W

ater System

」（
１
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
／
日
規

模
の
海
水
淡
水
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
）、
②
次
世
代
半
導
体
材
料
技
術
研
究
、
③
燃
料
電
池
用
炭
化

水
素
系
電
解
質
膜
、
④
自
動
車
軽
量
化
炭
素
繊
維
強
化
複
合
材
料
、
⑤
膜
利
用
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
な

ど
の
研
究
・
技
術
開
発
な
ど
に
参
画
し
、
成
果
を
上
げ
、
貢
献
を
続
け
て
い
る
。

◉
さ
ら
な
る
先
端
材
料
の
創
出
に
向
け
て

新
素
材
の
開
発
・
事
業
化
に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
素
材
の
価
値
を
見
抜
い
て

「
超
継
続
」
的
発
想
で
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
炭
素
繊
維
で
は
、
東
レ

が
本
格
的
に
研
究
を
開
始
し
た
の
は
61
年
で
、
試
験
的
生
産
は
71
年
で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
航
空
機

へ
展
開
す
る
思
い
を
抱
い
て
い
た
が
、
当
時
は
炭
素
繊
維
の
市
場
が
存
在
せ
ず
、
釣
竿
や
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
な
ど
の
用
途
を
開
拓
し
、
生
産
を
維
持
し
な
が
ら
技
術
を
磨
き
続
け
た
。
や
が
て
、
東
レ
の
炭

素
繊
維
複
合
材
料
は
航
空
機
材
料
に
採
用
さ
れ
、
二
次
構
造
材
、
一
次
構
造
材
へ
と
使
用
部
位
が
広

が
り
、
そ
し
て
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
に
お
い
て
は
、
構
造
材
料
の
半
分
以
上（
１
機
あ
た
り
約
35
ト
ン
）
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に
大
量
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
７
８
７
は
11
年
に
商
業
運
航
を

開
始
し
、
17
年
６
月
現
在
の
確
定
受
注
機
数
は
１
２
０
０
機
を
越

え
（
日
本
航
空
機
開
発
協
会
）、
今
や
世
界
の
空
を
飛
ん
で
い
る
。

炭
素
繊
維
の
研
究
開
始
か
ら
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
お
よ
そ
50
年
を

要
し
、
そ
の
道
程
は
、
ま
さ
に
壮
大
な
先
行
投
資
に
よ
る
大
型
新

事
業
の
創
出
と
い
え
る
。
ま
た
、
水
処
理
用
逆
浸
透（
Ｒ
Ｏ
）膜〝
ロ

メ
ン
ブ
ラ
〟、
ア
ラ
ミ
ド
フ
ィ
ル
ム〝
ミ
ク
ト
ロ
ン
〟な
ど
の
先
端
材

料
も「
超
継
続
」的
発
想
で
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
。

大
き
な
事
業
に
つ
な
が
る
発
明・
発
見
は
毎
年
起
こ
る
わ
け
で
は

な
く
、
事
業
化
に
は
一
定
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
東
レ
の
持
続
的
発
展
に
は
、

新
規
大
型
事
業
の
タ
ネ
を
継
続
的
に
仕
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
東
レ
は
「
素
材
の
革
新
な
く
し

て
は
本
質
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
魅
力
あ
る
新
製
品
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
」と
確
信
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
時
代
の
要
請
に
よ
る
先
見
性
の
あ
る
研
究・
技
術
開
発
に
よ
り
先
端
材
料
を
創
出
し
、
世
界
に

向
け
て
先
端
材
料
を
発
信
し
て
い
く
。

ボーイング787
写真提供：ANA
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有
機
合
成
化
学

高
分
子
化
学

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

コ
ア
技
術

合
成
繊
維

テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ア
パ
レ
ル
製
品

産
業
資
材
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
製
品

人
工
皮
革
製
品

炭
素
繊
維

複
合
材
料

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

高
性
能
・
高
機
能
フ
ィ
ル
ム

電
子
材
料

印
写
材
料

高
機
能
膜
、
水
処
理
シ
ス
テ
ム

人
工
臓
器
、
医
療
シ
ス
テ
ム

バ
イ
オ
ツ
ー
ル

医
薬
品

動
物
薬
、
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル

繊
維
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
モ
ノ
マ
ー

製
糸
技
術

極
細
化
技
術

成
形
加
工
技
術

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術

微
細
パ
タ
ー
ン
化

表
面
制
御
技
術

テ
キ
ス
タ
イ
ル
技
術

焼
成
技
術

分
散
制
御
技
術

製
膜
技
術

遺
伝
子
活
用
技
術

フ
ィ
ル
ム
加
工
技
術

微
細
構
造

制
御
技
術

創
薬
・
製
剤
・

薬
理
技
術

糖
化
・
発
酵
技
術

■
新
た
な
機
能
と
品
質
を
生
み
出
す
東
レ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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■
東
レ
の
製
品
開
発
と
事
業
拡
大
の
歴
史

’55
1950

1926年
創
業

0

1兆
円

2兆
円

売上高（連結）

3兆
円

’60
’65

’70
’75

’80
’85

’90
’95

2000
’05

’10
’15

’20 
＊「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」は
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
登
録
商
標
で
す

＊「
レ
ミ
ッ
チ
」は
鳥
居
薬
品
株
式
会
社
の
登
録
商
標
で
す

基
礎
研
究
所

（
1962年

6月
設
立
）

先
端
融
合
研
究
所

（
2003年

5月
設
立
）

未
来
創
造
研
究
セ
ン
タ
ー

（
2019年

12月
開
所
予
定
）

売
上
高（
連
結
）

高
分
子
材
料
の
開
発

機
能
・
加
工
度
向
上

技
術
の
融
合

融
合
・
連
携
強
化

9月
開
所

開
所

＊「
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
」は
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
登
録
商
標

＊「
レ
ミ
ッ
チ
」は
鳥
居
薬
品
の
登
録
商
標


